
(57)【要約】

【課題】ビス止め点数を減らして代わりにコ字状部を有

する止め金を使用し、取付け作業を簡単にし且つビス止

め数を減らした液晶表示装置を提供する。

【解決手段】ＬＣＤ基板１０は、図４に示すように、止

め金３０Dのコ字状部によって第一の端部が挟持され、

ビス２０Bによって第二の端部が固定されることにより

、ＬＣＤモジュール２の筐体裏面に取付けされる。止め

金３０C及びビス２０Aも同様である。ＬＣＤ基板１０の

取付け作業は、まずＬＣＤ基板１０を止め金３０C、３

０Dのコ字状部に挟持し、次にＬＣＤ基板１０のビス２

０A、２０Bを止めることにより行なう。止め金３０C、

３０Dは、同型且つ同じ大きさのものであるので、取付

作業者は、ＬＣＤ基板１０をＬＣＤモジュール２の筐体

裏面に対し平行に保つことが容易である。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 液 晶 パ ネ ル 及 び 該 液 晶 パ ネ ル の 背 面 側 か ら 光 を 与 え る バ ッ ク ラ イ ト を 有 し 、 画 像 を 出 力
す る Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル と 、
　 前 記 Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル の 画 像 制 御 を 行 う Ｉ Ｃ が 実 装 さ れ て い る Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 と 、 を 備 え る
液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル は 、 そ の 筐 体 裏 面 に 、 開 口 部 分 上 下 が 前 記 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 を 厚 さ 方 向
に 挟 持 可 能 な 長 さ に な っ て い る コ 字 状 部 を 有 す る 止 め 金 を 、 有 し 、
　 前 記 止 め 金 の コ 字 状 部 は 、 前 記 Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル を 基 準 に し て 前 記 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 の 上 面 を
押 圧 す る 第 一 の 押 圧 片 と 、 前 記 Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル を 基 準 に し て 前 記 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 の 下 面 を 押
圧 す る 該 第 一 の 押 圧 片 よ り も 長 い 第 二 の 押 圧 片 と 、 を 有 し 、
　 前 記 止 め 金 の コ 字 状 部 は 、 そ の 開 口 部 分 上 下 に ペ ー ス ト さ れ た 半 田 を 有 し 、
　 前 記 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 の 前 記 第 一 の 端 部 は 、 台 形 形 状 で あ り 、
　 前 記 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 は 、 前 記 止 め 金 の コ 字 状 部 に よ っ て 該 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 の 第 一 の 端 部 が 挟 持 さ
れ 、 該 第 一 の 端 部 に 対 向 す る 位 置 に あ る 第 二 の 端 部 が ビ ス に よ っ て 固 定 さ れ る こ と に よ り
、 前 記 Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル の 筐 体 裏 面 に 取 付 け さ れ る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 液 晶 パ ネ ル 及 び 該 液 晶 パ ネ ル の 背 面 側 か ら 光 を 与 え る バ ッ ク ラ イ ト を 有 し 、 画 像 を 出 力
す る Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル と 、
　 前 記 Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル の 画 像 制 御 を 行 う Ｉ Ｃ が 実 装 さ れ て い る Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 と 、 を 備 え る
液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル は 、 そ の 筐 体 裏 面 に 、 開 口 部 分 上 下 が 前 記 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 を 厚 さ 方 向
に 挟 持 可 能 な 長 さ に な っ て い る コ 字 状 部 を 有 す る 止 め 金 を 、 有 し 、
　 前 記 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 は 、 前 記 止 め 金 の コ 字 状 部 に よ っ て 該 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 の 第 一 の 端 部 が 挟 持 さ
れ 、 ビ ス に よ っ て 該 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 の 第 二 の 端 部 が 固 定 さ れ る こ と に よ り 、 前 記 Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ
ー ル の 筐 体 裏 面 に 取 付 け さ れ る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 の 前 記 第 一 の 端 部 お よ び 前 記 第 二 の 端 部 は 、 対 向 す る 位 置 に あ る 請 求 項
２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 の 前 記 第 一 の 端 部 は 、 台 形 形 状 で あ る 請 求 項 ２ 又 は ３ に 記 載 の 液 晶 表 示
装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 止 め 金 の コ 字 状 部 は 、 前 記 Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル を 基 準 に し て 前 記 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 の 上 面 を
押 圧 す る 第 一 の 押 圧 片 と 、 前 記 Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル を 基 準 に し て 前 記 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 の 下 面 を 押
圧 す る 該 第 一 の 押 圧 片 よ り も 長 い 第 二 の 押 圧 片 と 、 を 有 す る 請 求 項 ２ か ら ４ の い ず れ か に
記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 止 め 金 の コ 字 状 部 は 、 そ の 開 口 部 分 上 下 に ペ ー ス ト さ れ た 半 田 を 有 す る 請 求 項 ２ か
ら ５ の い ず れ か に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 テ レ ビ ジ ョ ン や 液 晶 モ ニ タ な ど の 液 晶 表 示 装 置 に 関 し 、 特 に 、 LCDモ ジ
ュ ー ル と LCD基 板 と の 取 付 け に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 画 像 を 出 力 す る テ レ ビ や パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 等 の 表 示 装 置 と し て 液 晶 表 示 装
置 が 利 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 図 １ ５ は 、 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 を ビ ス 止 め に よ り Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル
の 筐 体 裏 面 に 取 付 け し た 後 の 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
　 液 晶 表 示 装 置 １ ０ １ は 、 Ｌ Ｃ Ｄ （ Liquid　 Crystal　 Display） モ ジ ュ ー ル １ ０ ２ と 、 Ｌ
Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル １ ０ ２ の 画 像 制 御 を 行 う Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 １ １ ０ と 、 を 備 え る 。 Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー
ル １ ０ ２ は 、 ユ ー ザ 側 で あ る 表 面 に 位 置 す る 液 晶 パ ネ ル （ 不 図 示 ） と 、 こ の 液 晶 パ ネ ル を
背 面 か ら 照 ら す バ ッ ク ラ イ ト （ 不 図 示 ） と を 有 す る 。 バ ッ ク ラ イ ト は 、 冷 陰 極 管 や 白 色 Ｌ
Ｅ Ｄ 等 の 光 源 を 用 い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 １ １ ０ は 、 Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル １ ０ ２ の 画 像 制 御 を 行 う Ｉ Ｃ （ 不 図 示 ） が 実 装
さ れ て お り 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 ビ ス ２ ０ A～ D止 め に よ り Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル １ ０ ２ の 筐
体 裏 面 に 取 付 け さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 方 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た よ う な プ リ ン ト 基 板 固 定 構 造 が 提 案 さ れ て い る 。
　 こ の プ リ ン ト 基 板 固 定 構 造 は 、 筺 体 に 固 定 さ れ 円 錐 台 状 部 を 有 す る ガ イ ド ピ ン と 、 固 定
金 具 と 、 に よ り 構 成 さ れ る 。
　 こ の 固 定 金 具 は 、 ば ね 性 の 有 る 金 属 板 の 先 端 に 逆 Ｖ 字 形 状 の ロ ッ ク 爪 部 と 、 ガ イ ド ピ ン
が 通 り 抜 け る 穴 部 を 有 し 間 隔 が プ リ ン ト 基 板 の 板 厚 と 略 同 一 で コ の 字 形 状 の 取 付 け 部 と 、
取 付 け 部 の 端 部 か ら 上 方 に 延 出 し ガ イ ド ピ ン が 通 り 抜 け る 穴 部 に 鋸 歯 状 部 を 有 す る レ バ ー
部 と 、 を 有 す る 。
　 予 め 取 付 け 部 の コ の 字 形 状 部 に プ リ ン ト 基 板 を 挿 入 し ロ ッ ク 爪 部 で 固 定 後 、 ガ イ ド ピ ン
を 穴 部 に 通 す と 、 鋸 歯 状 部 が レ バ ー 部 の 弾 性 に よ り ガ イ ド ピ ン に 食 い 付 き 、 プ リ ン ト 基 板
が 筺 体 に 固 定 さ れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － １ ３ ９ ４ ７ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 取 付 け 作 業 、 つ ま り Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 １ １ ０ を Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル １ ０ ２ の
筐 体 裏 面 に 取 付 け る ビ ス 止 め 作 業 は 、 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 １ １ ０ を Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル １ ０ ２ の 筐 体
裏 面 に 対 し 平 行 に 保 っ た 状 態 で 行 わ な け れ ば な ら な い 。 加 え て 、 ビ ス 止 め 作 業 の 際 、 上 記
取 付 け 作 業 を 行 う 取 付 作 業 者 は 、 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 １ １ ０ を Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル １ ０ ２ の 筐 体 裏 面
に 対 し 正 確 に 位 置 併 せ し な け れ ば な ら な い 。
　 そ の た め 、 ビ ス 止 め 作 業 は 、 慎 重 に 行 う 必 要 が あ り 、 生 産 の 遅 延 の 原 因 で あ る 点 問 題 で
あ っ た 。 ま た 、 取 付 け ミ ス も 多 く 、 歩 留 ま り も 悪 い 点 も 問 題 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 ビ ス 止 め 作 業 は 、 専 用 部 品 ビ ス が 必 要 で あ り 、 該 ビ ス の た め の 材 料 を 用 意 し な け
れ ば な ら な い 。 さ ら に 、 ビ ス ２ ０ を 止 め る の た め の 孔 を Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル １ ０ ２ の 筐 体 裏
面 に 設 け 、 ビ ス ２ ０ を 止 め る と い う 製 造 工 程 を 組 ま な け れ ば な ら な い 。
　 従 っ て 、 製 造 コ ス ト 高 や 製 造 工 程 の 複 雑 化 の 一 因 と も な っ て い る 点 も 問 題 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 １ で は 、 ガ イ ド ピ ン と 固 定 金 具 に よ り プ リ ン ト 基 板 を 取 付 け て い る が 、
上 記 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 に お け る ビ ス 止 め 作 業 と 比 し 、 部 品 点 数 が １ つ 増 え て い る 。 そ の
た め 、 特 許 文 献 １ で は 、 製 造 コ ス ト 高 や 製 造 工 程 の 複 雑 化 を 一 層 招 来 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 従 来 の 課 題 を 解 決 し よ う と す る も の で あ り 、 ビ ス 止 め 点 数 を 減 ら し
て 代 わ り に コ 字 状 部 を 有 す る 止 め 金 を 使 用 し 、 取 付 け 作 業 を 簡 単 に し 且 つ ビ ス 止 め 数 を 減
ら し た 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に 以 下 の 構 成 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-171484 A 2007.7.5



（ １ ） 液 晶 パ ネ ル 及 び 該 液 晶 パ ネ ル の 背 面 側 か ら 光 を 与 え る バ ッ ク ラ イ ト を 有 し 、 画 像 を
出 力 す る Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル と 、
　 前 記 Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル の 画 像 制 御 を 行 う Ｉ Ｃ が 実 装 さ れ て い る Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 と 、 を 備 え る
液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル は 、 そ の 筐 体 裏 面 に 、 開 口 部 分 上 下 が 前 記 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 を 厚 さ 方 向
に 挟 持 可 能 な 長 さ に な っ て い る コ 字 状 部 を 有 す る 止 め 金 を 、 有 し 、
　 前 記 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 は 、 前 記 止 め 金 の コ 字 状 部 に よ っ て 該 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 の 第 一 の 端 部 が 挟 持 さ
れ 、 ビ ス に よ っ て 該 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 の 第 二 の 端 部 が 固 定 さ れ る こ と に よ り 、 前 記 Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ
ー ル の 筐 体 裏 面 に 取 付 け さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 構 成 に お い て 、 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 テ レ ビ ジ ョ ン 又 は 液 晶 モ ニ タ で あ る 。 Ｌ Ｃ Ｄ
（ Liquid　 Crystal　 Display） 基 板 は 、 Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル の 画 像 制 御 を 行 う た め に 、 半 導
体 デ ィ ス ク リ ー ト や IC等 の 電 子 部 品 が 実 装 さ れ た プ リ ン ト 配 線 基 板 で あ る 。 止 め 金 の 材 質
は 、 何 で も 良 い が 、 金 属 が 好 ま し い 。 Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル の 画 像 制 御 を 行 う Ｉ Ｃ は 、 例 え ば
T－ conで あ る 。
　 上 記 止 め 金 は 、 Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル の 筐 体 裏 面 に 予 め 固 定 さ せ て お く 。
　 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 は 、 少 な く と も １ 箇 所 ビ ス 止 め さ れ 、 例 え ば ２ 箇 所 の 止 め 金 と ２ 箇 所 の ビ ス
と の 組 み 合 わ せ に よ り 、 ３ 箇 所 の 止 め 金 と １ 箇 所 の ビ ス と の 組 み 合 わ せ に よ り 、 又 は ４ 箇
所 の 止 め 金 と ２ 箇 所 の ビ ス と の 組 み 合 わ せ に よ り 、 Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル の 筐 体 裏 面 に 取 付 け
さ れ る 。
　 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 の 取 付 け 作 業 は 、 ま ず Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 を 止 め 金 の コ 字 状 部 に 挟 持 し 、 次 に Ｌ Ｃ Ｄ
基 板 に ビ ス を 止 め る こ と に よ り 行 な う 。
　 止 め 金 は 、 同 型 且 つ 同 じ 大 き さ の も の で あ る の で 、 取 付 作 業 者 は 、 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 を Ｌ Ｃ Ｄ
モ ジ ュ ー ル の 筐 体 裏 面 に 対 し 平 行 に 保 つ こ と が 容 易 で あ る 。
　 さ ら に 、 止 め 金 は 、 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 の 大 き さ を 考 慮 し て Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル の 筐 体 裏 面 に 固 定
さ れ て い る の で 、 取 付 作 業 者 は 、 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 を 止 め 金 の コ 字 状 部 に 最 後 ま で 嵌 め 込 む こ と
で 、 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 の 位 置 併 せ を 楽 に 行 な え る 。
　 以 上 よ り 、 取 付 け 作 業 を 簡 単 に し 且 つ ビ ス 止 め 数 を 減 ら す こ と が で き る と い う 効 果 を 奏
す る 。 従 っ て 、 液 晶 表 示 装 置 の 生 産 ス ピ ー ド の 向 上 、 歩 留 ま り の 向 上 、 液 晶 表 示 装 置 の 製
造 コ ス ト 削 減 、 及 び 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 工 程 の 簡 略 化 を 達 成 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
（ ２ ） 前 記 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 の 前 記 第 一 の 端 部 お よ び 前 記 第 二 の 端 部 は 、 対 向 す る 位 置 に あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 止 め 金 の コ 字 状 部 に よ り 挟 持 す る 箇 所 と 上 記 ビ ス 止 め に よ り 固 定 す る 箇 所 と は 、 ペ
ア に な っ て い る 。
　 こ の 構 成 で は 、 止 め 金 の コ 字 状 部 に よ り 挟 持 し た 位 置 と 対 向 す る 位 置 で ビ ス 止 め さ れ る
の で 、 取 付 け 作 業 が 上 記 （ １ ） よ り 簡 単 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
（ ３ ） 前 記 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 の 前 記 第 一 の 端 部 は 、 台 形 形 状 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 構 成 に お い て 、 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 の 止 め 金 に よ っ て 挟 持 さ れ る 側 の 端 部 、 つ ま り 第 一 の 端
部 は 、 レ ー ザ 加 工 又 は ザ グ リ 加 工 等 に よ り 、 予 め 台 形 形 状 に す る 。 こ こ で 、 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 の
ビ ス 止 め さ れ る 側 の 端 部 、 つ ま り 第 二 の 端 部 は 、 レ ー ザ 加 工 又 は ザ グ リ 加 工 等 を 行 わ な く
と も 良 い 。
　 そ し て 、 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 は 、 止 め 金 と 少 な く と も １ 箇 所 の ビ ス と の 組 み 合 わ せ に よ り 、 Ｌ Ｃ
Ｄ モ ジ ュ ー ル の 筐 体 裏 面 に 取 付 け さ れ る 。
　 こ の 際 、 台 形 形 状 に し て い る の で 、 取 付 作 業 者 は 、 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 を 止 め 金 の コ 字 状 部 に ス
ム ー ズ に 取 付 け る こ と が で き る 。
　 ま た 、 取 付 け 作 業 時 の 、 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 と 止 め 金 と の 接 触 に よ り 、 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 が 摩 擦 や 接 触
等 に よ り 壊 れ る と い っ た 事 態 も 防 ぐ こ と が で き る 。
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　 以 上 よ り 、 取 付 け 作 業 を 簡 単 に す る こ と が で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。 従 っ て 、 液 晶 表
示 装 置 の 生 産 ス ピ ー ド の 向 上 及 び 歩 留 ま り の 向 上 を 達 成 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
（ ４ ） 前 記 止 め 金 の コ 字 状 部 は 、 前 記 Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル を 基 準 に し て 前 記 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 の 上
面 を 押 圧 す る 第 一 の 押 圧 片 と 、 前 記 Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル を 基 準 に し て 前 記 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 の 下 面
を 押 圧 す る 該 第 一 の 押 圧 片 よ り も 長 い 第 二 の 押 圧 片 と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル は 、 第 一 の 押 圧 片 の 長 さ と 第 二 の 押 圧 片 の 長 さ と の
差 分 に 、 半 導 体 デ ィ ス ク リ ー ト 等 の 電 子 部 品 を 実 装 す る こ と が で き る 。
　 従 っ て 、 Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル の 実 装 面 積 が 拡 大 す る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
（ ５ ） 前 記 止 め 金 の コ 字 状 部 は 、 そ の 開 口 部 分 上 下 に ペ ー ス ト さ れ た 半 田 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 構 成 に お い て 、 止 め 金 の 材 質 は 、 半 田 よ り 硬 質 の 金 属 で あ る 。
　 止 め 金 の コ 字 状 部 は 、 そ の 開 口 部 分 上 下 に ペ ー ス ト さ れ た 半 田 を 有 す る 。 半 田 は 、 予 め
ペ ー ス ト し て お く 。
　 そ し て 、 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 は 、 半 田 を 有 す る 止 め 金 と 少 な く と も １ 箇 所 の ビ ス と の 組 み 合 わ せ
に よ り 、 Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル の 筐 体 裏 面 に 取 付 け さ れ る 。
　 半 田 は 、 金 属 で 構 成 さ れ る 止 め 金 と 比 べ 柔 ら か い た め 、 取 付 け た 際 に Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 と の 接
着 面 積 が 大 き く な る 。 そ の た め 、 止 め 金 の 半 田 は 、 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 を 強 固 に 挟 持 す る 。
　 従 っ て 、 止 め 金 の 挟 持 す る 力 が 、 上 記 （ １ ） ～ （ ４ ） の 止 め 金 と 比 し 、 強 く な る と い う
効 果 を 奏 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 取 付 け 作 業 を 簡 単 に し 且 つ ビ ス 止 め 数 を 減 ら す こ と が で き る と い う
効 果 を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 第 一 の 実 施 形 態 で あ る 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 一 の 実 施 形 態 で あ る 液 晶 表 示 装 置 に お い て LCD基 板 を 取 付 け る 際 に
使 用 す る 止 め 金 の 斜 視 図 、 図 ２ は 、 同 止 め 金 の 側 面 図 で あ る 。
　 止 め 金 ３ ０ は 、 図 １ 、 ２ に 示 す よ う に 、 開 口 部 分 上 下 Yが Ｌ Ｃ Ｄ （ Liquid　 Crystal　 Di
splay） 基 板 １ ０ を 厚 さ 方 向 に 挟 持 可 能 な 長 さ に な っ て い る コ 字 状 部 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 一 の 実 施 形 態 で あ る 液 晶 表 示 装 置 を 裏 面 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
　 液 晶 表 示 装 置 １ は 、 Ｌ Ｃ Ｄ （ Liquid　 Crystal　 Display） モ ジ ュ ー ル ２ と 、 Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ
ュ ー ル ２ の 画 像 制 御 を 行 う Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 １ ０ と 、 を 備 え る 。 液 晶 表 示 装 置 １ は 、 例 え ば 液 晶
モ ニ タ 、 液 晶 テ レ ビ で あ る 。
　 Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル ２ は 、 ユ ー ザ 側 で あ る 表 面 に 位 置 す る 液 晶 パ ネ ル （ 不 図 示 ） と 、 こ の
液 晶 パ ネ ル を 背 面 か ら 照 ら す バ ッ ク ラ イ ト （ 不 図 示 ） と を 有 し 、 画 像 を 出 力 す る 。 バ ッ ク
ラ イ ト は 、 冷 陰 極 管 や 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 等 の 光 源 を 用 い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 １ ０ は 、 Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル ２ の 画 像 制 御 を 行 う Ｉ Ｃ （ 不 図 示 、 例 え ば T－ con
） が 実 装 さ れ て い る 。
　 そ し て 、 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 １ ０ は 、 ２ 箇 所 の 止 め 金 ３ ０ C、 ３ ０ Dの コ 字 状 部 に よ り 第 一 の 端 部
が 挟 持 さ れ 、 ２ 箇 所 の ビ ス ２ ０ A、 ２ ０ B止 め に よ り 第 二 の 端 部 が 固 定 さ れ る こ と に よ り 、
Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル ２ の 筐 体 裏 面 に 取 付 け さ れ る 。
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 ビ ス ２ ０ Aは 、 止 め 金 ３ ０ Cと 対 向 す る 位 置 で ビ ス 止 め さ れ て い る 。
同 様 に 、 ビ ス ２ ０ Bは 、 止 め 金 ３ ０ Dと 対 向 す る 位 置 で ビ ス 止 め さ れ て い る 。
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　 止 め 金 ３ ０ C、 ３ ０ Dは 、 同 型 且 つ 同 じ 大 き さ の も の で あ る 。 ま た 、 止 め 金 ３ ０ C、 ３ ０ D
は 、 Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル ２ の 筐 体 裏 面 に 、 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 １ ０ の 大 き さ を 考 慮 し て 予 め 固 定 さ れ
て い る 。
　 こ の 実 施 形 態 で は 、 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 １ ０ １ （ 図 １ ５ 参 照 ） と 比 し 、 ビ ス 止 め の 数 が
２ 箇 所 減 少 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ４ は 、 図 ３ に お い て 矢 印 Aか ら 見 た 側 面 図 で あ る 。
　 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 １ ０ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 止 め 金 ３ ０ Dの コ 字 状 部 に よ っ て 第 一 の 端 部 が
挟 持 さ れ 、 ビ ス ２ ０ Bに よ っ て 第 二 の 端 部 が 固 定 さ れ る こ と に よ り 、 Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル ２
の 筐 体 裏 面 に 取 付 け さ れ る 。 止 め 金 ３ ０ C及 び ビ ス ２ ０ Aも 同 様 で あ る 。
　 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 １ ０ の 取 付 け 作 業 は 、 ま ず Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 １ ０ を 止 め 金 ３ ０ C、 ３ ０ Dの コ 字 状 部
に 挟 持 し 、 次 に Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 １ ０ の ビ ス ２ ０ A、 ２ ０ Bを 止 め る こ と に よ り 行 な う 。
　 止 め 金 ３ ０ C、 ３ ０ Dは 、 同 型 且 つ 同 じ 大 き さ の も の で あ る の で 、 取 付 作 業 者 は 、 Ｌ Ｃ Ｄ
基 板 １ ０ を Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル ２ の 筐 体 裏 面 に 対 し 平 行 に 保 つ こ と が 容 易 で あ る 。
　 さ ら に 、 止 め 金 ３ ０ C、 ３ ０ Dは 、 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 １ ０ の 大 き さ を 考 慮 し て Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル
２ の 筐 体 裏 面 に 固 定 さ れ て い る の で 、 取 付 作 業 者 は 、 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 １ ０ を 止 め 金 ３ ０ C、 ３
０ Dの コ 字 状 部 に 最 後 ま で 嵌 め 込 む （ 図 ４ 参 照 ） こ と で 、 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 １ ０ の 位 置 併 せ を 楽
に 行 な え る 。
　 以 上 よ り 、 取 付 け 作 業 を 簡 単 に し 且 つ ビ ス 止 め 数 を 減 ら す こ と が で き る と い う 効 果 を 奏
す る 。 従 っ て 、 液 晶 表 示 装 置 １ の 生 産 ス ピ ー ド の 向 上 、 歩 留 ま り の 向 上 、 液 晶 表 示 装 置 １
の 製 造 コ ス ト 削 減 、 及 び 液 晶 表 示 装 置 １ の 製 造 工 程 の 簡 略 化 を 達 成 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 第 二 の 実 施 形 態 で あ る 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 第 二 の 実 施 形 態 で あ る 液 晶 表 示 装 置 を 裏 面 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
　 こ の 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 と 第 一 の 実 施 形 態 で あ る 液 晶 表 示 装 置 と が 異 な る 点 は 、 止
め 金 ３ ０ と ビ ス ２ ０ と の 組 み 合 わ せ で あ る 。 止 め 金 ３ ０ は 、 ３ 箇 所 で 使 用 さ れ 、 ビ ス ２ ０
は 、 １ 箇 所 で 止 め ら れ て い る 。
　 こ の よ う に 、 こ の 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 第 一 の 実 施 形 態 で あ る 液 晶 表 示 装 置 と 比
し 、 ビ ス 止 め の 数 が １ つ 少 な い 。
　 以 上 よ り 、 取 付 け 作 業 を 簡 単 に し 且 つ ビ ス 止 め 数 を 一 層 減 ら す こ と が で き る と い う 効 果
を 奏 す る 。 従 っ て 、 液 晶 表 示 装 置 １ の 製 造 コ ス ト を 一 層 削 減 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 第 三 の 実 施 形 態 で あ る 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 の 第 三 の 実 施 形 態 で あ る 液 晶 表 示 装 置 に お い て LCD基 板 を 止 め 金 及 び ビ
ス 止 め に よ り Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル に 取 付 け た 際 に お け る 止 め 金 箇 所 の 部 分 拡 大 図 で あ る 。
　 こ の 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 と 上 記 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 と が 異 な る 点 は 、 Ｌ Ｃ Ｄ 基
板 の 取 付 け 方 法 で あ る 。 止 め 金 ３ ０ と ビ ス ２ ０ と の 組 み 合 わ せ は 、 第 一 の 実 施 形 態 と 第 二
の 実 施 形 態 と の 内 い ず れ の 組 み 合 わ せ で も 構 わ な い 。
　 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 １ １ に は 、 止 め 金 ３ ０ を 引 っ 掛 け る こ と が で き る よ う に 、 レ ー ザ 加 工 又 は ザ
グ リ 加 工 等 に よ り 、 予 め 孔 部 １ ６ が 設 け ら れ て い る 。
　 そ し て 、 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 １ １ は 、 止 め 金 ３ ０ を 第 一 の 端 部 に 引 っ 掛 け て 、 止 め 金 ３ ０ の コ 字
状 部 に よ っ て 挟 持 さ れ 、 ビ ス ２ ０ に よ っ て 固 定 さ れ る こ と に よ り 、 Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル ２ の
筐 体 裏 面 に 取 付 け さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 第 四 の 実 施 形 態 で あ る 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ７ は 、 本 発 明 の 第 四 の 実 施 形 態 で あ る 液 晶 表 示 装 置 に お け る LCD基 板 の 挟 持 さ れ る 側
の 端 部 の 部 分 拡 大 図 で あ る 。
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　 図 ８ は 、 本 発 明 の 第 四 の 実 施 形 態 で あ る 液 晶 表 示 装 置 に お け る LCD基 板 が 挟 持 さ れ た 際
に お け る LCD基 板 の 挟 持 さ れ る 側 の 端 部 の 部 分 拡 大 図 で あ る 。
　 こ の 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 と 上 記 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 と が 異 な る 点 は 、 Ｌ Ｃ Ｄ 基
板 の 端 部 の 形 状 で あ る 。 止 め 金 ３ ０ と ビ ス ２ ０ と の 組 み 合 わ せ は 、 第 一 の 実 施 形 態 と 第 二
の 実 施 形 態 と の 内 い ず れ の 組 み 合 わ せ で も 構 わ な い 。
　 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 １ ２ の 止 め 金 ３ ０ に よ っ て 挟 持 さ れ る 側 の 端 部 、 つ ま り 第 一 の 端 部 は 、 レ ー
ザ 加 工 又 は ザ グ リ 加 工 等 に よ り 摩 擦 部 １ ７ A、 １ ７ Bを 取 り 除 き 、 予 め 台 形 形 状 に す る 。 こ
こ で 、 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 １ ２ の ビ ス 止 め さ れ る 側 の 端 部 、 つ ま り 第 二 の 端 部 は 、 上 記 実 施 形 態 の
Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 １ ０ の 端 部 と 同 じ で あ る 。
　 そ し て 、 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 １ ２ は 、 止 め 金 ３ ０ の コ 字 状 部 に よ っ て 第 一 の 端 部 が 挟 持 さ れ 、 ビ
ス ２ ０ に よ っ て 第 二 の 端 部 が 固 定 さ れ る こ と に よ り 、 Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル ２ の 筐 体 裏 面 に 取
付 け さ れ る 。
　 こ の 際 、 摩 擦 部 １ ７ A、 １ ７ Bを 取 り 除 い て い る の で 、 取 付 作 業 者 は 、 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 １ ２ を
止 め 金 ３ ０ の コ 字 状 部 に ス ム ー ズ に 取 付 け る こ と が で き る 。
　 ま た 、 取 付 け 作 業 時 の 、 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 １ ２ の 摩 擦 部 １ ７ A、 １ ７ Bと 止 め 金 ３ ０ と の 接 触 や
摩 擦 等 に よ り 、 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 １ ２ が 摩 擦 に よ り 壊 れ る と い っ た 事 態 も 防 ぐ こ と が で き る 。
　 以 上 よ り 、 取 付 け 作 業 を 簡 単 に す る こ と が で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。 従 っ て 、 液 晶 表
示 装 置 １ の 生 産 ス ピ ー ド の 向 上 及 び 歩 留 ま り の 向 上 を 達 成 で き る 。
　 な お 、 こ の 実 施 形 態 を 、 第 三 の 実 施 形 態 を 除 く 上 記 実 施 形 態 の い ず れ と 組 み 合 わ せ て も
良 い 。 こ の 場 合 、 相 乗 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 第 五 の 実 施 形 態 で あ る 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ９ は 、 本 発 明 の 第 五 の 実 施 形 態 で あ る 液 晶 表 示 装 置 に お い て LCD基 板 を 取 付 け る 際 に
使 用 す る 止 め 金 の 側 面 図 で あ る 。
　 図 １ ０ は 、 本 発 明 の 第 五 の 実 施 形 態 で あ る 液 晶 表 示 装 置 に お い て LCD基 板 を 止 め 金 及 び
ビ ス 止 め に よ り Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル に 取 付 け た 際 に お け る 止 め 金 箇 所 の 部 分 拡 大 図 で あ る 。
　 こ の 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 と 上 記 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 と が 異 な る 点 は 、 止 め 金 の
コ 字 状 部 の 形 状 で あ る 。 止 め 金 ３ １ と ビ ス ２ ０ と の 組 み 合 わ せ は 、 第 一 の 実 施 形 態 と 第 二
の 実 施 形 態 と の 内 い ず れ の 組 み 合 わ せ で も 構 わ な い 。
　 止 め 金 ３ １ の コ 字 状 部 は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 そ の 開 口 部 分 上 下 に 予 め ペ ー ス ト さ れ た
半 田 ３ ６ A、 ３ ６ Bを 有 す る 。
　 そ し て 、 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 １ ０ は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 止 め 金 ３ １ の コ 字 状 部 上 下 に ペ ー ス
ト さ れ た 半 田 ３ ６ A、 ３ ６ Bに よ っ て 第 一 の 端 部 が 挟 持 さ れ 、 ビ ス ２ ０ に よ っ て 第 二 の 端 部
が 固 定 さ れ る こ と に よ り 、 Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル ２ の 筐 体 裏 面 に 取 付 け さ れ る 。
　 半 田 ３ ６ A、 ３ ６ Bは 、 金 属 で 構 成 さ れ る 止 め 金 ３ １ と 比 べ 柔 ら か い た め 、 取 付 け た 際 に
Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 １ ０ と の 接 着 面 積 が 大 き く な る 。 そ の た め 、 止 め 金 ３ １ の 半 田 ３ ６ A、 ３ ６ Bは
、 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 １ ０ を 強 固 に 挟 持 す る 。
　 従 っ て 、 止 め 金 ３ １ の 挟 持 す る 力 が 、 上 記 実 施 形 態 の 止 め 金 ３ ０ と 比 し 、 強 く な る と い
う 効 果 を 奏 す る 。
　 な お 、 こ の 実 施 形 態 を 上 記 実 施 形 態 の 内 い ず れ と 組 み 合 わ せ て も 良 い 。 こ の 場 合 、 相 乗
効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 第 六 の 実 施 形 態 で あ る 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 １ １ は 、 本 発 明 の 第 六 の 実 施 形 態 で あ る 液 晶 表 示 装 置 に お け る LCD基 板 の 挟 持 さ れ る
側 の 端 部 の 部 分 拡 大 図 で あ る 。
　 図 １ ２ は 、 本 発 明 の 第 六 の 実 施 形 態 で あ る 液 晶 表 示 装 置 に お い て LCD基 板 を 止 め 金 及 び
ビ ス 止 め に よ り Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル に 取 付 け た 際 に お け る 止 め 金 箇 所 の 部 分 拡 大 図 で あ る 。
　 こ の 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 と 第 五 の 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 と が 異 な る 点 は 、 Ｌ Ｃ Ｄ
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基 板 の 形 状 で あ る 。 止 め 金 ３ １ と ビ ス ２ ０ と の 組 み 合 わ せ は 、 第 一 の 実 施 形 態 と 第 二 の 実
施 形 態 と の 内 い ず れ の 組 み 合 わ せ で も 構 わ な い 。
　 LCD基 板 １ ３ に は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 レ ー ザ 加 工 又 は ザ グ リ 加 工 等 に よ り 、 予 め 嵌
合 部 １ ８ A、 １ ８ Bが 作 成 さ れ て い る 。
　 そ し て 、 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 １ ３ は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 止 め 金 ３ １ の コ 字 状 部 上 下 に ペ ー ス
ト さ れ た 半 田 ３ ６ A、 ３ ６ Bに よ っ て 第 一 の 端 部 が 挟 持 さ れ 、 ビ ス ２ ０ に よ っ て 第 二 の 端 部
が 固 定 さ れ る こ と に よ り 、 Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル ２ の 筐 体 裏 面 に 取 付 け さ れ る 。
　 こ の 取 付 け に よ り 、 止 め 金 ３ １ の 半 田 ３ ６ A、 ３ ６ Bは 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 LCD基 板
１ ３ の 嵌 合 部 １ ８ A、 １ ８ Bに 嵌 合 す る 。
　 従 っ て 、 止 め 金 ３ １ の 挟 持 す る 力 が 第 五 の 実 施 形 態 の 止 め 金 ３ ０ と 比 し 、 強 く な る と い
う 効 果 を 奏 す る 。
　 な お 、 こ の 実 施 形 態 を 上 記 実 施 形 態 の 内 い ず れ と 組 み 合 わ せ て も 良 い 。 こ の 場 合 、 相 乗
効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 第 七 の 実 施 形 態 で あ る 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 １ ３ は 、 本 発 明 の 第 七 の 実 施 形 態 で あ る 液 晶 表 示 装 置 に お い て LCD基 板 を 取 付 け る 際
に 使 用 す る 止 め 金 の 側 面 図 で あ る 。
　 図 １ ４ は 、 本 発 明 の 第 七 の 実 施 形 態 で あ る 液 晶 表 示 装 置 に お い て LCD基 板 を 止 め 金 及 び
ビ ス 止 め に よ り Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル に 取 付 け た 際 に お け る 止 め 金 箇 所 の 部 分 拡 大 図 で あ る 。
　 こ の 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 と 上 記 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 と が 異 な る 点 は 、 止 め 金 の
コ 字 状 部 の 形 状 で あ る 。 止 め 金 ３ ２ と ビ ス ２ ０ と の 組 み 合 わ せ は 、 第 一 の 実 施 形 態 と 第 二
の 実 施 形 態 と の 内 い ず れ の 組 み 合 わ せ で も 構 わ な い 。
　 止 め 金 ３ ２ の コ 字 状 部 は 、 Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル ２ を 基 準 に し て Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 １ ０ の 上 面 を 押
圧 す る 第 一 の 押 圧 片 と 、 Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル ２ を 基 準 に し て Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 １ ０ の 下 面 を 押 圧 す
る 該 第 一 の 押 圧 片 よ り も 長 い 第 二 の 押 圧 片 と 、 を 有 す る 。
　 止 め 金 ３ ２ の コ 字 状 部 は 、 図 １ ３ の Xに 示 す よ う に 、 第 一 の 押 圧 片 の 長 手 方 向 長 さ が 第
二 の 押 圧 片 の 長 さ よ り 短 い 形 状 で あ る 。
　 こ れ に よ り 、 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 １ ０ は 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 Xの 分 、 半 導 体 デ ィ ス ク リ ー ト
等 の 電 子 部 品 を 実 装 す る こ と が で き る 。 Xの 分 、 回 路 を 構 成 す る こ と が で き る 。
　 従 っ て 、 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 １ ０ の 実 装 面 積 が 拡 大 す る と い う 効 果 を 奏 す る 。
　 な お 、 こ の 実 施 形 態 を 上 記 実 施 形 態 の 内 い ず れ と 組 み 合 わ せ て も 良 い 。 複 数 組 み 合 せ て
も 良 い 。 こ れ ら の 場 合 、 相 乗 効 果 が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 一 の 実 施 形 態 で あ る 液 晶 表 示 装 置 に お い て LCD基 板 を 取 付 け る 際 に 使
用 す る 止 め 金 の 斜 視 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 一 の 実 施 形 態 で あ る 液 晶 表 示 装 置 に お い て LCD基 板 を 取 付 け る 際 に 使
用 す る 止 め 金 の 側 面 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 一 の 実 施 形 態 で あ る 液 晶 表 示 装 置 を 裏 面 か ら 見 た 斜 視 図
【 図 ４ 】 図 ３ に お い て 矢 印 Aか ら 見 た 側 面 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 二 の 実 施 形 態 で あ る 液 晶 表 示 装 置 を 裏 面 か ら 見 た 斜 視 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 三 の 実 施 形 態 で あ る 液 晶 表 示 装 置 に お い て LCD基 板 を 止 め 金 及 び ビ ス
止 め に よ り Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル に 取 付 け た 際 に お け る 止 め 金 箇 所 の 部 分 拡 大 図
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 四 の 実 施 形 態 で あ る 液 晶 表 示 装 置 に お け る LCD基 板 の 挟 持 さ れ る 側 の
端 部 の 部 分 拡 大 図
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 四 の 実 施 形 態 で あ る 液 晶 表 示 装 置 に お い て LCD基 板 を 止 め 金 及 び ビ ス
止 め に よ り Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル に 取 付 け た 際 に お け る 止 め 金 箇 所 の 部 分 拡 大 図
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 五 の 実 施 形 態 で あ る 液 晶 表 示 装 置 に お い て LCD基 板 を 取 付 け る 際 に 使
用 す る 止 め 金 の 側 面 図
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【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 五 の 実 施 形 態 で あ る 液 晶 表 示 装 置 に お い て LCD基 板 を 止 め 金 及 び ビ
ス 止 め に よ り Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル に 取 付 け た 際 に お け る 止 め 金 箇 所 の 部 分 拡 大 図
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 六 の 実 施 形 態 で あ る 液 晶 表 示 装 置 に お け る LCD基 板 の 挟 持 さ れ る 側
の 端 部 の 部 分 拡 大 図
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 六 の 実 施 形 態 で あ る 液 晶 表 示 装 置 に お い て LCD基 板 を 止 め 金 及 び ビ
ス 止 め に よ り Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル に 取 付 け た 際 に お け る 止 め 金 箇 所 の 部 分 拡 大 図
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 七 の 実 施 形 態 で あ る 液 晶 表 示 装 置 に お い て LCD基 板 を 取 付 け る 際 に
使 用 す る 止 め 金 の 側 面 図
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 第 七 の 実 施 形 態 で あ る 液 晶 表 示 装 置 に お い て LCD基 板 を 止 め 金 及 び ビ
ス 止 め に よ り Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル に 取 付 け た 際 に お け る 止 め 金 箇 所 の 部 分 拡 大 図
【 図 １ ５ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 を ビ ス 止 め に よ り Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル の
筐 体 裏 面 に 取 付 け し た 後 の 状 態 を 示 す 斜 視 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 １ － 液 晶 表 示 装 置
　 ２ － Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル
　 １ ０ － Ｌ Ｃ Ｄ 基 板
　 １ １ － Ｌ Ｃ Ｄ 基 板
　 １ ２ － Ｌ Ｃ Ｄ 基 板
　 １ ３ － Ｌ Ｃ Ｄ 基 板
　 １ ６ － 孔 部
　 １ ７ － 摩 擦 部
　 １ ８ － 嵌 合 部
　 ２ ０ － ビ ス
　 ３ ０ － 止 め 金
　 ３ １ － 止 め 金
　 ３ ２ － 止 め 金
　 ３ ６ － 半 田
　 １ ０ １ － 液 晶 表 示 装 置
　 １ ０ ２ － Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル
　 １ １ ０ － Ｌ Ｃ Ｄ 基 板
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 １ ３ 】
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